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PCフレーム工法
P C  F R A M E  A N C H O R  M E T H O D

&総 合 カ タ ロ グ 施 工 例 集



PCフレーム：HS250－30（栃木県高根沢町）

PCフレーム：TSS300－30（北海道夕張市）

ＰＣフレーム：SS300－40.45.50（長野県松本市）
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PCフレーム：TSS300－30（北海道厚真町）

PCフレーム：HSS250－30（長野県飯田市）

ＰＣフレーム：HSS250－30 （愛知県足助町）
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ＰＣフレーム：C300－45（山梨県甲府市）
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PCフレーム：HSS250－35.40（岡山県浅口市）

　ＰＣフレーム：SS250－35（鹿児島県出水市）　施工直後
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PCフレーム：TC250－40.45（北海道占冠村）PCフレーム：TSS200－35（北海道夕張市）

施工前

PCフレーム：BS300－40（福島県いわき市）　施工直後

施工前
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ＰＣフレーム：C300－40（静岡県東伊豆町）

ＰＣフレーム：C250－40.45.50（山梨県甲府市） ＰＣフレーム：C300－35（長野県和田村）
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ＰＣフレーム：SS300－35（福岡県北九州市）ＰＣフレーム：C300－40（静岡県東伊豆町）
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PCフレーム：TSS250－50（北海道津別町)



ＰＣフレーム：HS300－30 （群馬県水上町）

ＰＣフレーム：S250－55（広島県広島市）

ＰＣフレーム：S200－55（島根県美保関町）
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ＰＣフレーム：TC250－40.45（北海道占冠村）
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PCフレーム：HSS300－30（北海道むかわ町） ＰＣフレーム：C300－35（神奈川県愛川町）



ＰＣフレーム：C200－40（山梨県下部町）

ＰＣフレーム：C300－35（静岡県清水市）

ＰＣフレーム：C200－40
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ＰＣフレーム：C300－40（佐賀県基山町） ＰＣフレーム：C300－35（長崎県佐世保市）

ＰＣフレーム：C300－40 . S300－35（神奈川県川崎市） PCフレーム：HSS300－30、35、45（広島県呉市）
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施工数年後PCフレーム:C300－55 （岐阜県大和町）　　　施工直後
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斜面の切取り アンカー孔の削孔 一次注入

ＰＣフレーム据付け 緊張・定着 キャッピング・完成

テンドン挿入ののち、空隙のないアンカー体を
形成する加圧注入を行い、間ゲキを充填します。
グラウトの所定養生期間を経てＰＣフレームの
据付けを行います。

斜面を上部から下部へ、施工時の安全性を
確保しながら掘り下げる逆巻き施工で、斜面
の切取りを行います。

地山や周囲の環境を乱さないよう安全性に配
慮した削孔を行います。

削孔した孔内を清水により洗浄し、スライムを
除去します。孔内に残っている洗浄水とグラウ
ト充填材との置換注入を行います。

グラウトが所定の強度に達したのち、緊張力と
アンカー頭部の変位を確認しながら緊張・定
着を行います。

緊張・定着されたアンカー頭部に防錆処理を
施し、キャップをセットして作業が終了します。
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テンドンの挿入

シャープな機能美

テンドンの挿入は、所定の位置に正確にセット
します。グラウトが確実に硬化するまで、テンド
ンを動かさないようにします。

高品質のプレキャストコンクリート製ＰＣフレー
ムならではの機能美は、自然環境と調和して
美しい景観が得られます。

■エフケー不陸調整枠
（Bumpy Slope Adjustable Wiremesh Frame）特許第5907443号

あらゆるグラウンドアンカー受圧板に対応。
地表の凸凹を解消する不陸吹付台座用の
専用金網型枠です。
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コンクリートの設計基準強度f'ck=５０N/mm2以上

Hシリーズ
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ＨＳ３００‐４０

ＨＳ３００‐４５

ＨＳ３００‐５０

９８８ ＨＳ３００‐５５

受圧面積　８．１２３ｍ2 受圧面積　５．５２３ｍ2 受圧面積　３．４２３ｍ2
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ＨＳ２５０‐５０

ＨＳ２５０‐５５

２．２

２．４

２．５

３．２

３．３

４．０

ＨＳ２００‐３０

ＨＳ２００‐３５

ＨＳ２００‐４０

ＨＳ２００‐４５

ＨＳ２００‐５０

ＨＳ２００‐５５

１．５

１．６

１．８

２．２

２．４

２．８

許容最大設計
アンカー力（ｋＮ） 単体質量（ｔ） 単体質量（ｔ） 単体質量（ｔ）呼び名

３３０

４４４

５５０

７０８

８８０

ＨＣ３００‐３０

ＨＣ３００‐３５

ＨＣ３００‐４０

ＨＣ３００‐４５

ＨＣ３００‐５０

１,１００ ＨＣ３００‐５５

受圧面積　２．５４５ｍ2 受圧面積　２．１６８ｍ2 受圧面積　１．７３６ｍ2

１．６

１．８

２．１

２．４

２．７

３．１

ＨＣ２５０‐３０

ＨＣ２５０‐３５

ＨＣ２５０‐４０

ＨＣ２５０‐４５

ＨＣ２５０‐５０

ＨＣ２５０‐５５

１．４

１．６

１．８

２．１

２．４

２．６

ＨＣ２００‐３０

ＨＣ２００‐３５

ＨＣ２００‐４０

ＨＣ２００‐４５

ＨＣ２００‐５０

ＨＣ２００‐５５

１．１

１．３

１．５

１．７

１．９

２．１

呼び名 呼び名

許容最大設計
アンカー力（ｋＮ） 単体質量（ｔ） 単体質量（ｔ） 単体質量（ｔ）呼び名 呼び名 呼び名

許容最大設計
アンカー力（ｋＮ） 単体質量（ｔ） 単体質量（ｔ） 単体質量（ｔ）呼び名 呼び名 呼び名

■Ｈシリーズ・クロスタイプ ＨＣ

■Ｈシリーズ・スクエアタイプ ＨＳ

コンクリートの設計基準強度f'ck=５０N/mm2以上

コンクリートの設計基準強度f'ck=５０N/mm2以上
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HSS３００‐３０
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HSS３００‐４０

HSS３００‐４５

HSS３００‐５０

１,１００ HSS３００‐５５

受圧面積　５．１２１ｍ2 受圧面積　３.７６０ｍ2 受圧面積　２．４８５ｍ2
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２.７
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３.３

３.９
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HSS２５０‐５０
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１.８

２.０

２.３

２.８

３.３

３.８

HSS２００‐３０

HSS２００‐３５

HSS２００‐４０

HSS２００‐４５

HSS２００‐５０

HSS２００‐５５

１．２

１．４

１．７

２．０

２．４

２．７

■Ｈシリーズ・セミスクエアタイプ ＨSＳ

L

L

L

t

t

t

注１）ＰＣフレームの設計は、アンカー力を板底面積全体で等分布荷重として受持つように設定されています。
　　　凹凸のある地面では、十分に裏込をし平坦に施工して、設計条件に合うようにして取付を行って下さい。
注２）コンクリート部材はコワレモノですので、運搬・取扱に十分注意して下さい。
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●Tシリーズの規格・寸法は、上記Hシリーズと同じです。

■Tシリーズ・クロスタイプ TＣ ■Tシリーズ・スクエアタイプ TＳ■Tシリーズ・セミスクエアタイプ TSＳ

Tシリーズ

tL L ttL

ＰＣ ＦＲＡＭＥ ＡＮＣＨＯＲ ＭＥＴＨＯＤ
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①ＰＣフレームのシリーズ名を示しています。
　Ｈ（Ｈシリーズ）
②ＰＣフレームのタイプを示しています。
　Ｃ（クロスタイプ）
③ＰＣフレームの敷設間隔（アンカーピッチ）を
　示しています。  
　３００ｃｍ（３．０ｍ）
　また、製品長は、クロスタイプでは、 
　敷設間隔 ‐１０ｃｍです。
　Ｌ＝３００‐１０＝２９０ｃｍ（２．９ｍ）
　セミスクエアタイプでは、敷設間隔‐1５ｃｍです。
　Ｌ＝３００‐１５＝２８５ｃｍ（２．８５ｍ）
　スクエアタイプでは、敷設間隔‐１５ｃｍです。
　Ｌ＝３００‐１５＝２８５ｃｍ（２．８５ｍ）
④ＰＣフレームの最大厚を示しています。
　ｔ＝５０ｃｍ

■ＰＣフレーム規格の見方 　　

  　 ＨＣ300－50

①②　③　　  ④

許容最大設計
アンカー力（ｋＮ）

単体質量
（ｔ）呼び名

３００

４５０

７００

Ｒ３００－３０

Ｒ３００－４０

Ｒ３００－５０

受圧面積　６．４ｍ2 

２．７

３．７

４．１

許容最大設計
アンカー力（ｋＮ）

３3０

5５０

88０

呼び名

F３００－３０

F３００－４０

F３００－５０

受圧面積　3．6ｍ2 

単体質量
（ｔ）
1.9

2.4

2.7

■Ｒシリーズ  タイプ　Ｒ

コンクリートの設計基準強度f'ck=５０N/mm2以上

L

Ｒシリーズ

コンクリートの設計基準強度f'ck=５０N/mm2以上

■Ｆシリーズ  タイプ　Ｆ

L

Fシリーズ

t t
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